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２０１６年の区会活動を振り返って
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意見交換会
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ウォークラリー大会

スタッフ
細野14

地域への貢献

わ・須磨区会だより ２９号  （裏面）　　　　２０１７．１．２０.

リハビリ俳句
（名谷すみれ苑）

神澤23

高津9

特別学級支援
(竜が台小・平野小）

（菅の台小）

◆参加メンバーのうち女性は半数に足りませんが、それは会
員の男女比率によるもので、女性の参加が低調とは言えませ
ん。むしろ特養浴後ケアでは女性が主力です。
◆とかく言われることですが、区会活動は本当に部会活動の
ために制約を受けたり競合したりしているのでしょうか。須
磨区会に限れば、決してそのようなことはありません。
◆昨年の区会活動に関わったメンバー59人のうち48人は部
会や本部で活動している方々です。残る11人の方々もそれぞ
れ個人的な活動をされていることが判っています。
◆先に「区会だより28号」裏面に当区会のだれがどの部会・
グループで活動しているかを一覧表にして提供しましたの
で、今回のデータと照合していただければ区会活動と部会活
動が競合してはいないことがお判りになるはずです。
◆つまり一人ひとりが区会活動にどれほど関心を寄せてくだ
さるかが問題なのです。

特養浴後ケア
（サニーライフ白川）

トライやるウィーク
支援

（青陽須磨支援校）
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◆昨年の区会活動に参加してくださった皆さまに厚くお礼を申
し上げます。お蔭で年間を通じて充実した活動ができました。
◆活動の方向は[地域への貢献]と[会員のつながり]の二つに分け
られます。前者は外向き、後者は内向きと言い換えられます。
◆それぞれの活動の内容、参加した個人名と回数を下表にまと
めました。[地域への貢献]には39人のメンバーで延べ378回、
[会員のつながり]には38人で110回の活動参加がありました。
◆総括すると１年間に59人のメンバーが延べ488回活動したこ
とになります。これを前年と比較すると参加メンバーで６人、
参加延べ回数で２3回減少しています。
◆しかし、これは受入れ側の条件に沿ったためで、区会の活力
が減退したわけではありません。ニーズさえあればさらに拡大
できる潜在力を保っていると考えています。
◆裏付けは《参加メンバー》に見るとおり新しい会員が主力と
なり、過年度の会員がそれを補う形になりつつあることです。
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総括

　　　　　　　　　　　　　　　　２０１６年　区会活動実績と参加メンバー　（１～１２月）　　　　　　個人名の次の数字＝参加回数
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